
学校関係者評価２０２４(2023年度の評価) 

日本栄養専門学校 

１．学校の教育目標 

本校は栄養士養成専門学校として、恒に社会で求められている栄養士を養成することを目

的としております。そのために専門学校卒業生として即戦力として働ける技術、知識の修

得を目指します。また常に人から信頼される栄養士となるべく人間教育や・コミュニケー

ション能力向上にも取り組むための授業も取り入れている。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

・基礎学力不足の生徒へのフォロー 

・社会適応力の強化の為の特別講習の実施 

・生徒の退学者数を減らす（適応障害者やメンタル的に弱い者への対応強化） 

・ＳＤＧｓなどを学び食の分野においてもサスティナブルで持続可能な食生活を考える 

・主体的に学べる学習環境をすべての教科で実現する 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 
・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
④  ３  ２  １ 

・学校における職業教育の特色は何か ④  ３  ２  １ 
・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いてい

るか 
４  ③  ２  １ 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学

生・保護者等に周知されているか 
④  ３  ２  １ 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対する業界の

ニーズに向けて方向づけられているか 
④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・学校の将来構想の具体案は示していないが、栄養士の社会的ニーズや最新の食や栄養

情報を常に意識した柔軟な教育を行っていく。 

・専門学校の強みを生かした柔軟な授業運営がもっと必要では。 

・適応障害の生徒の割合が増加しているが、正しく対応できる知識経験のある教員が不

足している。 

・将来合格を目指す「管理栄養士試験」が専門的知識記憶を求める内容のため、まだ知

識記暗記型の授業が全体の多くを占めている。 

・学習の総合成果と判断している「栄養士認定試験」における個人毎の評価の向上。 
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② 今後の改善方策 

・修得済知識を基に課題解決能力をつけることのできる実践形式の授業を増やす。 

・問題のある生徒のカウンセリング能力アップのための研修を増やす。 

・栄養士実力認定試験対策授業の強化。 

・グループワークを多く取り入れることによりコミュニケーション能力向上および問題

解決能力の向上を目指す。 

・調理師学校を母体として設立された栄養専門学校なので、食の価値を全面に押しだし

たカリキュラムを組むべきだろう。 

 

③ 特記事項 

 

（２）学校運営 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 

・目的に沿った運営方針が策定されているか ④  ３  ２  １ 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ④   ３  ２  １ 
・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されて

いるか、有効に機能しているか 
④  ３  ２  １ 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ④  ３  ２  １ 
・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備され

ているか 
④  ３  ２  １ 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備さ

れているか 
④  ３  ２  １ 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされていうるか ④  ３  ２  １ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

すべて解決済み。 

 

② 今後の改善方策 

・成績管理システムから各種証明書発行や出席管理までの総合的なシステム化改善。 

・出席管理もシステムに組み入れられないかを検討(出欠チェックに手間と時間がかか

るため) 

 

③ 特記事項 

・5 年前より成績を含む生徒管理＆生徒募集システムを導入済。 

・高等教育就学支援制度の申請のために作成した新たな情報を公開することで今まで以

上の総合的な広い情報公開ができるようになった。 

・出席管理もできるシステムは存在するが個別学校の特徴に対応が難しいが対策を練っ



学校関係者評価２０２４(2023年度の評価) 

日本栄養専門学校 

ていく。 

 

（３）教育運営 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 
・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定さ

れているか 
④  ３  ２  １ 

・教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修

業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確

にされているか 
④  ３  ２  １ 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ④  ３  ２  １ 
・キャリヤ教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュ

ラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携によ

り、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか 
④  ３  ２  １ 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるイン

ターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられて

いるか 
④  ３  ２  １ 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ④  ３  ２  １ 
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れている

か 
④  ３  ２  １ 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっ

ているか 
④  ３  ２  １ 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系

的な位置づけはあるか 
④  ３  ２  １ 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を

備えた教員を確保しているか 
４  ③  ２  １ 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本

務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行われてい

るか 
４  ③  ２  １ 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための

研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組がおこ

なわれているか 
４  ③  ２  １ 

・職員の能力開発のための研修等がおこなわれているか ４  ③  ２  １ 
 

① 課題 

・栄養士養成課程として、厚生労働省より認可を受けていることにより、指定される必

修科目以外で実践的なカリキュラムを組んでいるが体系的に組む時間的余裕があま

りない。 

・働き方改革の推進で教員向けの自己研鑽＆研修時間が割けにくくなった。 

 

② 今後の改善方策 

・ホームルーム等の時間に業界等で働く方を特別講師として迎え入れ、生徒・教員共現

場でのマネージマント等の講義、実習を行う。 

 

③ 特記事項 



学校関係者評価２０２４(2023年度の評価) 

日本栄養専門学校 

・就職のための企業の会社説明会を校内で実施する機会が多くなったので、企業の担当

者から業界の話や求める人材像を話してもらえるようになった。 

 

（４）学修成果 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 

・就職率の向上が図られているか ④  ３  ２  １ 

・資格取得率の向上が図られているか ④  ３  ２  １ 

・退学率の低減が図られているか ４  ③  ２  １ 

・卒業生・在学生の社会的な活動及び評価を把握しているか ４  ３  ②  １ 
・卒業後のキャリヤ形成への効果を把握し学校の教育活動の

改善に活用されているか 
４  ③  ２  １ 

 

① 課題 

・卒業生の社会的な活動を調査･評価する情報を把握するツールが存在しない。 

・退学率を低減させるための施策は行っているが、退学率減少効果が期待通りにでない。 

 

② 今後の改善方策 

・まず卒業生･在校生から社会適的な活動が報告できるシステムを作る。 

・メンタル面での退学者が増加しているため、教員のカウンセリング力の強化を検討。 

 

③ 特記事項 

・学園祭に卒業生の来校を積極手に促し、現状報告等をしてもらうことにより一定数の

卒業生の活動状況を把握できるようになったがまだ一部である。 

 

（５）学生支援 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生相談に関する体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ④  ３  ２  １ 

・学生の健康管理の担う組織体制はあるか ４  ③  ２  １ 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４  ③  ２  １ 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４  ③  ２  １ 

・保護者と適切に連携しているか ④  ３  ２  １ 

・卒業生への支援体制はあるか ４  ③  ２  １ 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４  ③  ２  １ 
・高校・高等専修学校等との連携によるキャリヤ教育・職業

教育の取組が行われているか 
④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・授業修了後、Ｗスクールやアルバイ等で、課外活動ができる学生が少なく、クラブ等
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が作りにくい（作っても長続きしない）が各種イベントや催しの案内を学生がよく

わかる場所に掲示や持ち帰りできるように工夫している。 

・卒業生を支援できる体制が少ない。 

 

② 今後の改善方策 

・課外活動の奨励＆補助の検討。 

・ホームページ・ＳＮＳ等を活用した卒業生の情報発信。 

 

③特記事項 

 

 

（６）教育環境 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 
・施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるように整備

されているか 
④  ３  ２  １ 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等につい

て十分な教育体制を整備しているか 
④  ３  ２  １ 

・防災に対する体制は整備されているか ４  ③  ２  １ 

 

① 課題 

年に２回に防災訓練を行っているが、生徒に浸透しているか不明。また防災訓練が火災

に対してのものがメインだが今後は震災における防災･減災について考える必要がある。 

 

② 今後の改善方策 

消防署等専門家の講習会開催を奨励 

 

③ 特記事項 

東南海大地震に備えての津波等防災計画が必要か。 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 

・学生募集活動は、適正に行われているか ④  ３  ２  １ 
・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられている

か 
④  ３  ２  １ 

・学納金は妥当なものとなっているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 
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・少子化の影響により、生徒が減少する中、生徒取り込みのためＡＯ入試等多様な入試

方法での出願ができるようになったが、その分高校の進路指導時に出願者や進路担

当教員が混乱する状態が一部ある。 

・エネルギー＆物価高騰と人件費の上昇に伴い収益低下により学費値上げが検討されて

いるが現実的には難しい状態である。 

・18歳人口の減少が著しい状態で高校新卒者の入学生確保が難しくなってきており、新

たに留学生やリカレントの受け入れを推奨するが、留学生については国際情勢や移

民問題などで慎重な判断が必要。 

 

② 今後の改善方策 

・新しい募集方法の検討。 

・リカレント対象になる社会人が入学しやすい教育体制を整える。 

③ 特記事項 

・国の「教育訓練給付金制度」等を活用した社会人入学生が増えてきている。 

  

 

（８）財務 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４  ③  ２  １ 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ④  ３  ２  １ 

・財務について会計監査が適正に行われているか ４  ③  ２  １ 

・財務情報公開の体制整備はできているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・顧問税理士による会計監査を実施しているが第三者による会計監査が行われていない。 

・近年、法人として新校舎を建て続けに２棟建設した影響で総合的に赤字になっていた

が解消に向かっている。 

 

② 今後の改善方策 

・会計監査方法の検討。 

 

③ 特記事項 
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（９）法令等の遵守 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 
・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされて

いるか 
④  ３  ２  １ 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４  ③  ２  １ 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４  ③  ２  １ 

・自己評価を公開しているか ④  ３  ２  １ 

 

① 課題 

・昨年度の自己評価による改善が完全ではない部分が見受けられる。また職員室内での

個人情報管理ができていない部分が見受けられる。 

 

② 今後の改善方策 

・改善が達成できるように問題点を明確化する、 

 

③ 特記事項 

・５年前より「自己評価」は作成＆公開済み 

・令和 4 年秋に「厚生労働省近畿厚生局」による現地指導監査を受けて法令違反は認め

られないと報告を受けた。 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

評価項目 
適切・・４、ほぼ適切・・３、 

やや不適切・・２、不適切・・１ 
・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行

っているか 
４  ③  ２  １ 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４  ③  ２  １ 
・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含

む）の受託等を積極的に実施しているか 
４  ③  ２  １ 

 

① 課題 

地域の対する公開講座･教育訓練は時間的な制約や教育現場の労働環境等で問題があり、

いままで積極的に行われていなかったが、各種団体への講習会実施や会場貸し出し等を

行うようになった。 

 

② 今後の改善方策 

通常の授業に無理のない公開講座等の検討。 

 

③ 特記事項なし 


